





An Oscil1ating Disc Viscometer 
Takakazu IMAMURA 
In this paper， the principle and details of our instrument for the measurement of the 
temperature dependence of the viscosity of Newtonian liquids are described. The instrument 
makes use of an oscillating disc， which oscil1ates torsional1y in its own plane in the liquid 
under test. 
The damping action of the liquid upon the free oscillations of a disc is measured 
electronIcally. 







扱て，粘性係数 η，密度 ρの=ユートン液体が無限にひろがっていて， 之がある同定割[( z 
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だけとなる白但し， ν=η/ρ で，tは時間である。悲で液体の z軸りまわりの角速度を ω とすれ
ば， Vo=仰と長く事が出来るから，上式は
. (2) 
と書き直す事が出来る iZ10 更に液体θ運動が z= 0 に告ける z軸に垂直な無限大の平面白
(ω)日ニ ωoptnzで表わされる様な角張動数 nrJ.)正弦的運動の結果である場合には， (2)は
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。如く簡単な形となるロ誌で ω日は tには無関係な値である白今 (ω)1l=1l =世 (z)eil叫ー'TZ) と沿い
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てゆ (z)を求め，適当な境界条件を適用すると， (3)の解として，
(ω)日 = ωOf?-T:1 ei ¥ nt-η ……・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ( 4 ) 
を得るo 但し，y= (ρn/2η)きであるo






F = - llr ¥ ä~ ) Z::口 r (inρη)“(山
で与えられるo 従って，すべり波に対する液体の機械インピーダンス ZMは，機械抵抗を RM，機
械リアクタンスを XM として，
ZM = RM十 iXM = (inρめま =(げρめを (1 十 i) …・….....・ H ・-…・・……・・ ( 6 ) 
で，
即ち，
RM = XMニ (だ(pr;)き イ日し f- n/ …-…...・H ・-…...・ H ・...・ H ・..……(7 ) 一 一 /27t
となる。
向円板全体が，液体からうける抵抗力。軸のまわりのモーメントは，円板。厚さを無視すれば，
2Jソ~~r [ηγ(な)日 rd(}dr J =2Jγ~ r3 (i酬を(山










































トで， 第 2項は，振動子が受ける抵抗力むモーメントであるが，との項の Zは液体C抵抗力による
項 R十 zXと，それ以外の抵抗力による項 R1 との和と考える事ができ るロ更に (8)を参照す
れば，
R 十 zX= (RM + iXM) πd 即ち，
R = RM ・ π a4 • X = XM ・πad
である。 (9 )の解は， α=Z/21及びが=B 1-Z:J)4Pと.i>けば，ゆ = ザoq-atetnt ([)形で表
わす事ができる。振動子を液体に浸さない時には勿論 Z=R1であるから，その時の αとnとを，
特に夫々的.n。とすれば， α。= Rd21及びバ=B/I -Rij4P . . B/I 
であるが， α • nー 叫 が小さい時には，
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一 (R+ R1)/ー α+πa4/α で /21 = <0  "/21' RM ・H ・H ・ .・H ・...・H ・- (10) 
ム_X/ー πポ/ . (1) 口で /21一 /21 -.d-M 
とする事ができるDで，振動子を液体に浸さない時と，浸した時との減衰振動のα叉はnの変化を
測定すれば， (10)， (11)及び、 (7)から液体θ粘性係数を求める事ができる白
3. 装 置
振動子はゆ=ゆoe-rxtet四t([)形。減衰振動をするから，ベン書きオッシログラブは，A=Aoe-atent 
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